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５
月
臨
時
会
が
５
月
27
日

に
、
６
月
定
例
会
が
６
月
11

日
か
ら
25
日
ま
で
の
15
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　

５
月
臨
時
会
で
は
、
市
長

提
案
の
承
認
関
係
２
件
、
報

告
関
係
２
件
、
副
市
長
選
任

の
議
案
１
件
を
審
議
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
定
例
会
で

は
、
市
長
提
案
の
一
般
会
計

補
正
予
算
等
の
８
議
案 

（
補

正
予
算
２
件
、
条
例
制
定
・

改
正
３
件
、
そ
の
他
議
案
２

件
、
人
事
案
件
１
件
）、
報

告
関
係
２
件
及
び
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
請
願
１
件
、

議
員
提
出
議
案
２
件（
意
見

書
案
１
件
、
決
議
案
１
件
）

に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
７
人
の
議
員
が
、

一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
議
員
提
出
議
案
と

し
て
、
議
会
最
終
日
に
追
加

議
案
と
し
て
上
程
し
た 

「
年

金
２
・
５
％
の
削
減
中
止
を

国
に
求
め
る
意
見
書
案
」 

並

び
に
、「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
一
時
中
止
し
、
重

篤
な
副
反
応
の
追
跡
調
査
と

被
害
者
救
済
を
求
め
る
緊
急

決
議
案
」 

を
賛
成
多
数
で
可

決
し
た
。

交
通
安
全
対
策
一
般
管
理
費

・
交
通
安
全
対
策
会
議
特
別

委
員
報
酬

２
万
円

◎
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

事
業

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

推
進
委
員
会
委
員
報
酬
、

及
び
啓
発
活
動
経
費28

万
円

福
祉
館
管
理
運
営
費

・
福
祉
館
改
修
・
増
築
工
事

費
、
及
び
設
計
施
工
監
理

費　
　

１
，
５
０
０
万
円

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
事
業

・
地
域
密
着
型
施
設
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
に
対
す

る
助
成　
　

８
０
６
万
円

生
活
保
護
一
般
事
務
費

・
生
活
扶
助
基
準
等
の
見
直

し
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

経
費　
　
　

２
３
１
万
円

◎
木
材
加
工
流
通
施
設
等
整

　

備
事
業

・
大
型
木
材
加
工
機
の
導
入

経
費
に
対
す
る
助
成

７
，
０
５
０
万
円

林
道
点
検
診
断
保
全
事
業

・
林
道
橋
梁
、
及
び
隧
道
点

　

検
診
断
経
費

８
０
１
万
円

環
境
教
育
推
進
事
業

・
東
谷
小
学
校
の
環
境
教
育

推
進
事
業
経
費

15
万
円

幼
稚
園
施
設
改
修
事
業

・
東
谷
幼
稚
園
給
水
管
改
修

工
事
費

２
５
７
万
円

・
経
営
検
討
委
員
会
へ
の
外

部
委
員
招
聘
経
費

６
万
円

・
施
設
改
修
経
費

　
（
改
修
内
訳
：
フ
ロ
ア
カ

ー
ペ
ッ
ト
改
修
・
温
水
プ

ー
ル
槽
内
の
塗
装
）

４
０
０
万
円

　
　

(

注)

◎
印
は
新
規
事
業

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　
　

こ
の
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
と
い
う
の
は
、
戦
後

始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本

市
も
特
に
犯
罪
の
な
い
社
会

を
つ
く
る
と
い
う
趣
旨
か
ら

推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
、

犯
罪
者
の
更
生
を
図
る
た
め

の
施
策
を
考
え
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
運
動
を
し
よ
う
と
す

る
の
か
。

　
　

こ
の
運
動
は
法
務
省
が

主
唱
し
て
お
り
、
今
年
で
63

回
で
あ
る
。
７
月
の
１
ケ
月

が
強
調
月
間
で
、
国
・
県
・

市
町
村
が
連
携
し
、
犯
罪
や

非
行
を
な
く
す
る
運
動
に
市

民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

す
る
運
動
で
あ
る
。

　
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
推
進
委
員
会
で
は
、
十
分

に
犯
罪
の
内
容
を
検
証
し
た

上
で
、
犯
罪
対
策
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
還
元
で
き
る
か

を
念
頭
に
置
い
た
、
踏
み
込

ん
だ
深
い
協
議
が
行
わ
れ
る

の
か
。

　
　

保
護
司
会
・
民
生
児
童

委
員
、
そ
の
他
の
団
体
の
参

加
を
得
て
、
再
犯
防
止
の
た

め
、
対
象
者
の
特
性
に
応
じ

た
指
導
や
支
援
、
ま
た
、
社

会
に
お
け
る
居
場
所
、
住
居

の
確
保
、
仕
事
の
確
保
、
あ

と
再
犯
の
実
態
な
ど
を
分
析

し
な
が
ら
、
委
員
会
で
協
議

し
て
い
き
た
い
。

　
　

今
回
の
福
祉
館
の
改
修

に
つ
い
て
、
木
造
で
あ
る
が
、

災
害
時
に
地
域
の
住
民
が
避

難
す
る
の
に
最
適
な
場
所
と

し
て
提
供
で
き
る
の
か
。

　
　

福
祉
館
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
築
後
26
年
を
経
て
劣

化
に
よ
る
修
繕
が
必
要
で
、

今
回
、
国
・
県
に
事
業
の
申

請
を
行
い
、
採
択
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
補
正
で
あ
る
。

　

こ
の
福
祉
館
は
、
62
年
３

月
の
建
築
で
、
耐
震
の
基
準

に
適
合
し
て
お
り
、
大
災
害

時
に
は
、
60
畳
の
大
広
間
が

あ
り
、
避
難
場
所
と
し
て
有

効
な
施
設
で
あ
る
。

　
　

福
祉
館
は
、
中
二
階
で

あ
る
が
、
裏
の
健
康
セ
ン
タ

ー
か
ら
階
段
を
上
っ
て
い
く

方
法
と
県
道
か
ら
入
っ
て
い

く
よ
う
な
特
異
な
建
物
で
あ

り
、
安
全
面
で
配
慮
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

特
に
今
の
内
容
か
ら
大

き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

ト
イ
レ
の
改
修
、
２
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
や
階
段
の
亀
裂
等
の

修
繕
や
、
防
水
の
塗
装
工
事

等
で
あ
る
。

　
　

木
材
加
工
流
通
施
設
等

整
備
事
業
補
助
金
７
，
０
５

０
万
円
は
、
ど
う
い
う
経
緯

で
補
助
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
か
。

　
　

県
が
木
材
協
会
を
通
じ
、

木
材
加
工
流
通
業
者
に
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
東
温
市
内

の
業
者
が
大
型
プ
レ
カ
ッ
ト

機
の
導
入
を
希
望
し
た
。

　

事
業
実
施
主
体
に
該
当
す

る
に
は
、
県
森
林
そ
生
対
策

協
議
会
の
構
成
員
・
地
域
材

を
利
用
す
る
法
人
で
あ
り
、

事
業
費
が
５
０
０
万
円
を
超

え
、
中
小
企
業
診
断
士
の
経

営
診
断
を
受
け
適
切
で
あ
る

こ
と
等
の
要
件
が
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
適
切
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

補
正
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

【
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

活
動
波
整
備
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
】

　
　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無

線
活
動
波
整
備
工
事
の
応
札

は
、
入
札
の
結
果
２
社
で
あ

る
が
、
２
億
円
を
超
え
る
規

模
の
場
合
、
財
務
会
計
規
則

上
、
指
名
競
争
入
札
は
、
普

通
何
社
以
上
を
指
名
す
る
の

か
。

　
　

入
札
の
最
低
業
者
数
は

指
名
入
札
で
あ
れ
ば
、
５
，

０
０
０
万
円
以
上
の
場
合
、

10
社
以
上
と
な
る
が
、
今
回

は
、
一
般
競
争
入
札
で
あ
り
、

最
低
何
社
と
い
う
決
ま
り
は

な
い
。

　
　

２
社
し
か
応
札
が
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
競
争
原
理

と
い
う
点
で
い
さ
さ
か
疑
問

に
思
う
が
、
資
格
要
件
や
仕

様
書
が
厳
し
く
、
応
札
で
き

る
企
業
、
業
者
が
少
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
意
図
的

に
要
件
を
、
厳
し
く
し
て
は

な
か
っ
た
か
。

　
　

今
回
の
資
格
要
件
は
９

項
目
で
あ
り
、
事
前
の
想
定

で
は
参
加
業
者
が
20
社
で
、

資
格
要
件
が
特
に
厳
し
い
と

は
考
え
て
い
な
い
。

一 般 会 計 25年度一般会計総額は138億4,492万円に

6月補正予算
25年度一般会計総額は138億4,492万円に25年年度一般般会計計総額額はは138億億4,44922万円に円に

1億692万円を追加

一
般
会
計
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
た
主
な
事
業

ふ
る
さ
と
交
流
館

特
別
会
計
補
正
予
算

市内の木材加工業者が導入を予定している大型プレカット機

林道点検診断保全事業

６月定例会６月定例会

議
案
に
対
す
る
質
疑

問

問問

問問

問

問 答答

答

答答

答答

６月定例会

社会を明るくする運動ポスター

上林の風穴
6
月
定
例
会

質

疑
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７議員  市政を問う!!

一般質問一般質問
　
　

20
社
を
想
定
し
て
、
２

社
し
か
応
札
が
な
か
っ
た
理

由
は
何
か
。

　
　

あ
く
ま
で
も
想
定
で
あ

る
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
工
事
等
が
活
発
に
行

わ
れ
て
お
り
、
消
防
デ
ジ
タ

ル
に
つ
い
て
も
、
県
内
で
同

時
期
に
工
事
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
20
社
あ
る
と
い
っ

て
も
、
全
国
的
に
分
か
れ
、

応
札
業
者
が
少
な
か
っ
た
と

想
定
で
き
る
。

　
　

応
札
率
が
96
・
56
％
は

結
構
高
く
、
競
争
原
理
が
働

い
て
い
な
い
気
が
す
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
を

問
う
。

　
　

応
札
率
96
・
56
％
は
、

確
か
に
高
い
印
象
が
あ
る
が
、

今
回
は
、
入
札
前
審
査
型
の

入
札
で
あ
り
、
予
定
価
格
の

公
表
も
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
低
入
札
調
査
等
の

こ
と
も
あ
り
、
業
者
に
と
っ

て
は
、
あ
る
程
度
の
金
額
を

入
れ
な
い
と
、
失
格
の
恐
れ

も
あ
る
の
で
、
高
く
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

「
平
成
25
年
度
東
温
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）」

原
案
可
決

「
平
成
25
年
度
東
温
市
ふ
る

さ
と
交
流
館
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）」

原
案
可
決

「
東
温
市
交
通
安
全
対
策
会

議
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

原
案
可
決

「
東
温
市
交
通
安
全
の
保
持

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」

原
案
可
決

「
東
温
市
附
属
機
関
設
置
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

原
案
可
決

「
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

活
動
波
整
備
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
」原

案
可
決

「
は
し
ご
車
購
入
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
」　

 

原
案
可
決

「
東
温
市
固
定
資
産
評
価
員

の
選
任
に
つ
い
て
」

同
意

「
平
成
24
年
度
東
温
市
一
般

会
計
継
続
費
繰
越
計
算
に
つ

い
て
」

受
理

「
平
成
24
年
度
東
温
市
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

に
つ
い
て
」

受
理

「
年
金
２
・
５
％
の
削
減
中
止

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
」

原
案
可
決

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
一
時
中
止
し
、
重
篤
な
副

反
応
の
追
跡
調
査
と
被
害
者

救
済
を
求
め
る
緊
急
決
議
に

つ
い
て
」

原
案
可
決

「
年
金
２
・
５
％
の
削
減
中
止

を
求
め
る
請
願
」

採
択

「
専
決
処
分
第
１
号
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
東
温
市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
）」　

原
案
承
認

「
専
決
処
分
第
２
号
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
東
温
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
）」　　
　
　
　

原
案
承
認

「
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い

て（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
に
つ
い
て
）」受

理

「
東
温
市
土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
」

受
理

「
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　

同
意

　

５
月
30
日
、
条
例
に
基
づ

き
調
査
研
究
報
告
書
・
領
収

書
等
を
添
え
、
平
成
24
年
度

政
務
調
査
費
収
支
報
告
書
写

し
を
議
長
か
ら
市
長
に
送
付
。

　

こ
の
収
支
報
告
書
は
情
報

公
開
し
て
お
り
、
手
続
き
を

す
れ
ば
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

５月５月
臨時会臨時会

上
程
議
案
・
議
決
結
果

補
正
予
算
議
案

条
例
制
定
・
改
正
議
案

東
温
市
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
、
南
吉
井
保
育

所
と
重
信
幼
稚
園
を
統
合
し
、

南
吉
井
小
学
校
周
辺
の
整
備

に
取
り
組
み
、
幼
保
の
一
元

化
を
進
め
て
い
く
考
え
は
、

あ
る
の
か
。

水
田
市
民
福
祉
部
長

　

幼
保
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

認
定
こ
ど
も
園
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
３
歳
以
上
の
幼

児
に
対
す
る
教
育
と
保
育
を

必
要
と
す
る
乳
幼
児
に
対
す

る
保
育
を
一
体
的
に
提
供
す

る
施
設
と
し
て
、
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
が
位
置
づ

け
ら
れ
、
政
策
と
し
て
こ
れ

を
拡
充
し
て
い
く
と
い
う
国

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
今

年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
意

識
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、
東
温
市
の
子
育
て
支

援
に
か
か
る
諸
課
題
に
つ
い

て
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め

の
機
関
を
新
た
に
設
置
し
て
、

南
吉
井
小
学
校
の
周
辺
整

備
・
南
吉
井
地
区
で
の
幼
保

一
元
化
の
あ
り
方
や
方
向
性

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
内
の
幼
稚
園
・
保

育
所
の
相
互
交
流

就
学
前
教
育
と
し
て
集

団
生
活
に
慣
れ
る
た
め

の
相
互
交
流
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。

水
田
市
民
福
祉
部
長

　

現
在
、
幼
稚
園
・
保
育
所

の
交
流
は
し
て
お
り
、
今
後

も
交
流
回
数
や
交
流
先
、
そ

の
内
容
等
を
検
証
し
、
小
規

模
園
が
孤
立
し
な
い
よ
う
適

切
に
運
営
し
て
い
く
。

志
津
川
地
区
の
子
育

て
環
境
は
万
全
か

志
津
川
地
区
の
造

成
が
進
み
８
０
０

軒
の
住
宅
が
誘
致
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
保
育
所
・
幼
稚
園

や
小
学
校
の
受
入
は
万

全
か
。

水
田
市
民
福
祉
部

長
　

双
葉
保
育
所
・
北
吉

井
幼
稚
園
の
受
入
れ
余

裕
枠
は
、
最
大
１
１
７

人
ま
で
の
増
加
に
対
応

が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
保

育
所
及
び
重
信
地
区
の
幼
稚

園
に
は
校
区
制
の
適
用
が
な

い
た
め
、
施
設
に
余
裕
の
あ

る
南
吉
井
地
区
の
幼
稚
園
・

保
育
所
で
の
受
入
も
十
分
可

能
な
状
況
で
あ
る
。

　

北
吉
井
小
学
校
で
は
、

１
７
９
人
の
増
加
に
対
応
で

き
、
現
時
点
で
は
校
舎
の
増

築
等
は
必
要
な
い
と
考
え
て

い
る
。

児
童
館
建
設
の
進
捗

状
況
は南

吉
井
地
区
児
童
館
の

建
設
の
計
画
と
建
設
予

定
地
を
含
め
た
進
捗
状
況
は
。

髙
須
賀
社
会
福
祉
課
長

　

南
吉
井
小
学
校
教
職
員
及

び
南
吉
井
小
学
校
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ「
す
み
れ
組
」の
指

導
員
と
保
護
者
を
対
象
に
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
り

方
や
児
童
館
の
建
設
場
所
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。
今
後
、
集
計

結
果
を
分
析
、
検
証
し
、
教

育
委
員
会
等
関
係
機
関
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
建
設
検

討
委
員
会
に
お
い
て
候
補
地

を
絞
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

問問

問

答

答答問 答

消防救急デジタル無線活動波整備事業

周辺整備に取り組み、幼保一元化を

渡部　繁夫　議員

問

問

問

問

幼稚園・保育所の
一元化を

そ
の
他
議
案

報
告
議
案

議
員
提
出
議
案

継
続
審
査
議
案

承
認
議
案

報
告
議
案

人
事
議
案

平
成
24
年
度

議
員
政
務
調
査
費

政務調査費とは
地方議員の研究活動のた
め、必要な経費（研究研
修費、調査旅費、資料作
成費、資料購入費、広報
費等）の一部として支給
される費用。(東温市議
会議員1人年額18万円)

５月
臨時会

６月定例会

５
月
臨
時
会  

質
疑
・
議
決
結
果

一
般
質
問
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先
般
策
定
さ
れ
た
第
２

期
教
育
振
興
基
本
計
画

に
お
い
て
も
い
じ
め
対
策
が

目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　

　

①
市
内
小
、
中
学
校
の
い

じ
め
・
不
登
校
・
自
殺
の
発

生
状
況
、
対
応
は
。

　

②「
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
基
本
法
案
」制
定
を
踏
ま

え
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

③
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
に
つ
い
て
市
の
取
り
組
み

は
。

菅
野
教
育
長

　

①
平
成
24
年
度
の
い
じ
め

認
知
件
数
は
小
学
校
５
件
、

中
学
校
15
件
の
計
20
件
。
不

登
校
は
小
学
校
２
人
、
中
学

校
18
人
の
計
20
人
。
児
童
生

徒
の
自
殺
者
は
無
し
。
認
知

し
た
い
じ
め
は
迅
速
に
対
応

し
、
す
べ
て
解
消
し
て
い
る
。

　

②
同
法
案
に
つ
い
て
は
、

い
じ
め
対
策
が
国
や
自
治
体
、

学
校
の
責
務
と
し
、
保
護
者

と
と
も
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
で
あ
り
当
事
者
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
化
。

ま
た
、
い
じ
め
予
防
と
早
期

発
見
、
解
決
の
た
め
、
臨
床

心
理
士
な
ど
専
門
家
を
入
れ

た「
常
設
の
対
策
委
員
会
」の

設
置
が
柱
。
法
案
が
制
定
さ

れ
れ
ば
、
定
め
ら
れ
た
体
制

の
整
備
を
図
る
。

　

③
近
年
の
教
育
現
場
で
の

過
大
な
負
担
か
ら
教
職
員
に

も
不
眠
や
ス
ト
レ
ス
症
状
が

現
れ
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。

校
務
の
効
率
化
、
適
正
な
校

務
分
掌
に
よ
り
一
部
の
教
職

員
に
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
、

ま
た
心
の
不
健
康
状
態
に
陥

っ
た
教
職
員
の
早
期
発
見
・

治
療
に
努
め
て
い
く
。

過
疎
地
の
公
共
交
通
網

確
保
に
お
け
る
課
題
は

現
在
の
地
域
公
共
交
通

へ
の
市
の
赤
字
負
担
の

割
合
、
デ
マ
ン
ド
交
通
へ
の

市
の
認
識
、
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

髙
須
賀
市
長

　

平
成
24
年
度
で
は
赤
字
額

７
，
９
０
０
万
円
、
う
ち
市

の
負
担
額
は
35
％
の
約
２
，

７
０
０
万
円
。
今
年
度
、
地

域
公
共
交
通
活
性
化
プ
ラ
ン

策
定
の
中
で
、
バ
ス
路
線
の

廃
止
や
需
要
に
見
合
っ
た
公

共
交
通
を
検
討
し
、
来
年
度

４
月
か
ら
順
次
各
地
域
で
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
バ

ス
路
線
を
廃
止
す
る
地
区
で

は
、
定
時
・
定
路
線
の
タ
ク

シ
ー
車
両
に
よ
る
運
行
等
、

地
域
住
民
の
足
と
な
る
代
替

交
通
手
段
の
確
保
に
努
め
た

い
。
デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入

す
る
場
合
に
は
、そ
の
長
所
・

短
所
を
踏
ま
え
、
課
題
を
カ

バ
ー
し
た
、
市
民
が
利
用
し

や
す
く
持
続
可
能
な
運
行
形

態
を
検
討
し
て
い
く
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
活
用

し
た
東
温
市
の

Ｐ
Ｒ
活
動
は

東
温
市
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
い
の
と
ん
」の
活
動
実

績
、
知
名
度
向
上
に
向
け
た

今
後
の
展
開
・
取
り
組
み
は
。

林
産
業
創
出
課
長

　

現
在
約
20
回
の
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
演
。
６
月
か

ら
は
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を

活
用
し
た
体
制
強
化
を
行
い

東
温
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

を
結
成
。「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ

ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」へ
の

エ
ン
ト
リ
ー
も
検
討
中
。
定

例
園
長
校
長
会
に
て
各
学
校

に
も
協
力
要
請
を
実
施
。
市

民
や
市
内
各
事
業
者
に
対
し

て
も
名
前
や
デ
ザ
イ
ン
を
使

っ
た
商
品
開
発
、
利
用
に
つ

い
て
は
無
料
で
利
用
促
進
を

図
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

今
後
も
職
員
一
同
、
み
ん
な

に
愛
さ
れ
る「
い
の
と
ん
」を

目
指
し
一
層
努
力
し
て
い
く
。

「いじめ防止対策
推進基本法案」
制定を踏まえた
取り組みは

こ
の
程
成
立
し
た「
改

正
災
害
対
策
基
本
法
」・

「
大
規
模
災
害
復
興
法
」の
２

法
に
関
し
、
我
が
ま
ち
の
具

体
的
な
取
り
組
み
、
及
び
、

現
状
の
問
題
点
は
。

髙
須
賀
市
長

　

現
在
、
東
温
市
地
域
防
災

計
画
の
一
部
改
定
の
作
業

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）に
つ
い
て
は
、
住
民
の

生
命
を
守
る
た
め
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
計
画
を
早
期
に

策
定
す
る
。
ま
た
、
災
害
弱

者（
要
援
護
者
）対
策
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
民
生
委
員

や
、
自
主
防
災
組
織
の
長
で

あ
る
各
区
長
等
の
ご
協
力
の

も
と
、
要
援
護
者
台
帳
の
更

新
や
、
登
録
者
の
拡
充
に
努

め
る
と
と
も
に
、
平
時
か
ら

要
援
護
者
の
生
活
の
現
状
把

握
等
、
体
制
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
は
災
害
時

に
関
わ
ら
ず
、
要
援
護
者
の

方
々
が
日
頃
か
ら
安
心
し
て

地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

地
域
全
体
で
支
え
合
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お

け
る
避
難
所
の
生
活
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
必
要
な

物
資
、
資
機
材
等
の
整
備
・

拡
充
に
努
め
て
い
る
所
で
は

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
種
類
も

数
量
も
充
分
と
は
言
え
な
い
。

特
に
要
援
護
者
対
策
は
ほ
と

ん
ど
出
来
て
い
な
い
。
今
後

は「
災
害
時
要
援
護
者
の
避

難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
」

の
報
告
や
、「
男
女
共
同
参

画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復

興
の
取
り
組
み
指
針
」等
を

参
照
し
な
が
ら
、
避
難
所
に

お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
や
改
善
対
策
に
努
め
る
。

　
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
近
隣

市
町
の
状
況
等
も
見
な
が
ら

今
後
検
討
し
て
い
く
。

消
費
者
教
育
の
現
状
は

年
々
悪
質
化
、
巧
妙
化

し
て
い
る
振
り
込
め
詐

欺
や
、
悪
徳
商
法
の
被
害
か

ら
市
民
を
守
る
た
め
の
対
策

は
。

大
石
総
務
部
長

　

毎
月
発
行
の
広
報
と
う
お

ん
に「
消
費
力
ア
ッ
プ
通
信
」

と
し
て
、
相
談
事
例
や

対
応
策
を
掲
載
す
る
ほ

か
、
相
談
窓
口
の
充
実

等
を
図
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者

対
策
に
つ
い
て
は
、
民

生
児
童
委
員
を
対
象
と

し
た
啓
発
や
、
高
齢
者

サ
ロ
ン
に
出
向
い
て
の

出
前
講
座
を
活
用
し
て

被
害
の
防
止
に
努
め
る

と
共
に
、
東
温
市
高
齢

者
交
通
・
防
災
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
高
齢
者
宅
訪
問
事
業
も
最

大
限
に
活
用
し
て
被
害
防
止

に
努
め
て
い
る
。

学
校
現
場
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
は

猛
暑
対
策
と
省
エ
ネ
対

策
を
兼
ね
た「
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
」の
学
校
現
場
へ

の
設
置
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

菅
野
教
育
長

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
費
用
等
で
、
既
に

４
小
学
校
で
設
置
し
て
い
る
。

今
年
度
、
１
中
学
校
で
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。
未
設
置

校
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
検

討
し
て
い
き
た
い
。

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

中
小
零
細
企
業
振
興

基
本
条
例
で
市
民
発

信
の
ま
ち
づ
く
り
を

こ
の
条
例
は
、
約
２
年

か
け
て
中
小
零
細
業

者
・
市
民
・
自
治
体
が
研
究
・

検
討
し
愛
媛
県
下
市
町
で
初

め
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

従
来
の
補
助
金
や
融
資
の
根

拠
条
例
で
は
な
く
、
市
民
主

体
・
参
加
の
地
域
産
業
施
策

の
柱
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
条
例
を
推
進
す
る
柱

と
な
る
円
卓
会
議
は
既
に
開

催
さ
れ
た
が
、
本
当
に
与
え

ら
れ
た
役
割
を
発
揮
で
き
る

の
か
、
手
応
え
は
ど
う
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
・
産
業
振
興

の
組
み
立
て
と
進
め
方
が
市

民
主
体
・
市
民
参
加
型
に
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

市
に
お
い
て
は
、
職
員
の

意
識
改
革
が
何
よ
り
不
可
欠

で
推
進
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
、
行
政
改
革
に
も
直
結

し
て
く
る
が
、
職
員
は
変
わ

る
こ
と
が
き
る
の
か
。

束
村
産
業
建
設
部
長

　

先
の
円
卓
会
議
で
は
取
組

テ
ー
マ
・
課
題
の
結
論
は
出

て
い
な
い
が
、
熱
い
思
い
を

出
し
合
っ
た
。
今
後
は
、
オ

ー
ル
東
温
の
小
委
員
会
で
具

体
的
な
振
興
策
に
取
り
組
む
。

　

市
も
商
工
業
関
係
部
署
を

越
え
て
関
わ
り
、
職
員
も
市

民
の
一
人
と
し
て
、
危
機
感

を
も
っ
て
参
画
し
意
識
改
革
、

行
政
改
革
に
繋
げ
て
い
く
。

農
家
・
農
業
も

　
　

進
め
る
べ
き

農
業
者
も
中
小
零
細
業

者
と
し
て
位
置
付
け
、

こ
の
プ
ラ
ン
を
背
景
と
し
た

６
次
産
業
等
で
の
産
業
振
興

へ
の
参
画
が
重
要
で
あ
る
。

農
業
者
に
つ
い
て
も
進
め
る

べ
き
だ
が
。

髙
須
賀
市
長

　

６
次
産
業
は
市
と
し
て
も

推
奨
し
て
お
り
、
大
き
な
影

響
も
出
て
く
る
も
の
と
考
え

る
の
で
、
農
業
関
係
者
も
小

委
員
会
に
参
画
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

林
産
業
創
出
課
長

　

農
業
と
中
小
零
細
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
農
家
に
よ

る
集
団
で
の
起
業
等
が
考
え

ら
れ
る
。

農
業
・
農
地
に
つ
い
て

は
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
が
、
市
内
の
農
家
・

耕
作
面
積
等
の
実
態
は
ど
う

推
移
し
て
い
る
の
か
。

　

プ
ラ
ン
策
定
期
間
は
24
年

度
か
ら
今
年
度
の
２
年
間
だ

が
、
昨
年
度
の
実
績
と
今
年

度
の
展
望
、
ま
た
こ
の
制
度

へ
の
取
り
組
み
で
深
刻
な
事

態
は
ど
れ
だ
け
打
開
で
き
る

の
か
。

髙
須
賀
市
長

　

17
年
か
ら
５
年
間
の
農
家

数
等
の
推
移
は
、
農
家
数
は

１
３
５
戸
の
減
、
耕
作
面
積

は
83
h
a
の
減
、
耕
作
放
棄

地
は
15
h
a
の
増
と
な
っ
て

い
る
。

　

24
年
度
は
、
井
内
、
奥
松

瀬
川
、
北
方
宝
泉
の
３
地
区

で
プ
ラ
ン
の
作
成
が
あ
り
、

４
名
の
若
い
新
規
就
農
者
が

将
来
の
中
心
経
営
体
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
国
か
ら
青

年
就
農
給
付
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

25
年
度
は
、
市
内
全
域
を

カ
バ
ー
で
き
る
10
区
域
の
プ

ラ
ン
作
り
を
計
画
し
、
既
に

５
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
終
え
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
作
り
を
通
じ

て
地
域
の
人
が
話
し
合
い
将

来
の
地
域
農
業
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
、
新
規
就
農
者
の

確
保
が
解
決
で
き
る
な
ど
、

山内　孝二　議員

丸山　　稔　議員西山　　徹　議員

問

問

問

問

問

問 問

問

問

「人・農地プラン」
で農業・農地の
展望を

大規模災害への
備えは万全か

オール東温での応援が
期待される「いのとん」 テント内に設置されたミストシャワー

圃場整備が進む牛渕地区

一
般
質
問

一
般
質
問
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市
内
の
小
中
学
校
の
当

初
予
算
額（
消
耗
品
費
）

と
、
各
学
校
の
生
徒
数
を
グ

ラ
フ
に
す
る
と
、
そ
の
相
関

関
係
の
特
徴
が
わ
か
る
。

　

た
と
え
ば
、
南
吉
井
小
学

校
は
、
生
徒
数
が
本
年
５
月

現
在
で
、
７
１
３
名
と
、
市

内
最
大
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
相
対
的
に
、
異
様
な

ほ
ど
消
耗
品
費
の
額
が
少
な

い
。
消
耗
品
費
は
、
学
校
で

の
生
活
必
需
品
を
購
入
す
る

の
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
各
学
校
の
生
徒
数
に

準
じ
て
予
算
額
が
決
め
ら
れ

る
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
５
年
前
と
、
今
年

度
の
小
学
校
の
需
用
費
予
算

額
を
比
較
す
る
と
、
今
年
は

10
％
以
上
減
額
さ
れ
て
い
る

が
、
削
減
す
る
方
針
で
臨
ん

で
い
る
の
か
。

永
野
学
校
教
育
課
長

　

消
耗
品
費
の
予
算
は
、
大

規
模
校
ほ
ど
児
童
生
徒
一
人

当
た
り
の
予
算
額
は
低
く
な

っ
て
い
る
が
、
必
要
最
小
限

の
予
算
は
確
保
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
は「
義
務

的
経
費
以
外
は
、
24
年
度
当

初
予
算
一
般
財
源
か
ら
３
％

圧
縮
」と
い
う
方
針
で
予
算

編
成
し
た
。
各
学
校
に
は
や

り
く
り
を
お
願
い
し
て
い
る
。

す
で
に
消
耗
品
費
減
額

の
悪
影
響
が
、
学
校
現

場
に
出
て
い
る
現
実
を
認
識

す
る
べ
き
だ
。
教
育
予
算
を

削
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
南
吉
井
小
学

校
で
は
、
北
校
舎
が
鳩
の
フ

ン
の
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

鳩
の
フ
ン
に
は
病
原
菌
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

健
康
上
、
重
大
な
問
題
で
あ

る
。
ま
し
て
学
校
と
い
う
教

育
環
境
が
鳩
の
フ
ン
で
汚
染

さ
れ
て
い
る
の
を
放
置
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
耐
震
工
事
の
影
響

に
よ
っ
て
、
４
年
前
か
ら
運

動
場
の
水
は
け
が
悪
く
な
る

現
象
が
起
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
学
校
側
か
ら
改

善
要
請
が
教
育
委
員
会
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
い

っ
た
要
望
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。

永
野
学
校
教
育
課
長

　

学
校
施
設
の
修
繕
、
工
事

の
要
望
に
対
し
て
は
緊
急

性
・
危
険
性
の
有
無
・
学
校

間
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
勘
案

し
実
施
の
優
先
順
位
を
判
断

し
て
い
る
。
南
吉
井
小
学
校

の
運
動
場
の
水
は
け
に
つ
い

て
は
、
排
水
状
況
な
ど
を
専

門
業
者
に
診
て
も
ら
い
、
対

策
を
検
討
し
た
い
。

松
は
衰
弱
し
、
枯
れ

続
け
て
い
る

す
で
に
20
年
以
上
、
松

枯
れ
対
策
と
称
し
て
、

農
薬
散
布
を
行
っ
て
き
た
。

科
学
的
検
証
に
基
づ
い
て
い

る
は
ず
だ
か
ら
、
駆
除
対
象

の
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

の
生
息
調
査
結
果
、
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
検
出
率
、

松
林
内
雨
お
よ
び
林
床
土
壌

の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
菌
根

菌
の
共
生
状
況
な
ど
の
デ
ー

タ
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
農
薬
を
散
布
し
て

も
、
松
は
枯
れ
続
け
て
い
る

現
状
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

堀
内
農
林
振
興
課
長

　

指
摘
事
項
の
環
境
調
査
を

し
て
い
な
い
の
で
、
デ
ー
タ

は
な
い
。

　

農
薬
散
布
は
、
被
害
の
拡

散
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

 

・
国
体
競
技
の
決
定
過
程

昨
年
か
ら
第
５
期
の
介

護
保
険
事
業
計
画
が
始

ま
り
、
介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
の
保
険
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
高
齢
者
に
大

き
な
負
担
と
な
っ
た
。
公
費

負
担
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
高

齢
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
れ
ば
受
け
る
ほ
ど
保
険
料

が
高
く
な
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
低
所
得
者
の
被
保

険
者
の
介
護
保
険
料
を
免
除

す
る
考
え
は
な
い
か
。

安
井
保
険
年
金
課
長

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢

者
の
介
護
・
生
活
支
援
を
相

互
扶
助
の
理
念
の
も
と
、
国

民
全
体
で
支
え
あ
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
低
所
得

者
へ
の
保
険
料
の
免
除
を
行

う
予
定
は
な
い
。
介
護
保
険

料
の
設
定
は
、
国
が
示
す
所

得
段
階
別
保
険
料
率
の
基
づ

き
、
年
金
額
の
少
な
い
高
齢

者
・
低
所
得
者
の
方
に
も
配

慮
し
た
６
段
階
設
定
を
採
用

し
運
用
し
て
い
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

町
お
こ
し
を

中
小
零
細
企
業
振
興
円

卓
会
議
の
検
討
課
題
と

し
て「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

国
は
行
政
の
効
率
化
を

旗
印
に
平
成
の
大
合
併

を
推
進
す
る
た
め
交
付
税
を

合
併
の「
ア
メ
」と
し
て
合
併

算
定
替
え
適
用
期
間
を
10
年

間
に
延
長
し
そ
の
後
は
５
年

間
で
段
階
的
に
減
ら
さ
れ
る
。

　

愛
媛
県
は
70
市
町
村
か
ら

20
市
町
に
な
り
減
少
率
で
は

全
国
４
位
だ
っ
た
。　

　

東
温
市
も
平
成
16
年
９
月

に
合
併
し
経
過
措
置
期
間
の

10
年
が
間
も
な
く
来
る
。

　

県
の
試
算
に
よ
れ
ば
東
温

市
は
45
億
７
千
万
円
が
新
算

定
で
は
38
億
９
千
万
円
と
試

算
さ
れ
５
年
間
で
６
億
８
千

万
円
減
額
さ
れ
る
。

　

交
付
税
は
歳
入
の
約
30
％

を
占
め
市
税
の
26
％
を
上
回

り
主
要
な
財
源
で
あ
る
。
交

付
税
が
減
る
こ
と
は
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
ま
た
市
民
へ

の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

経
過
措
置
期
間
終
了
後
の

財
政
計
画
は
ど
う
か
。

髙
須
賀
市
長

　

特
例
期
間
の
平
成
26
年
度

ま
で
は
１
０
０
％
措
置
さ
れ

る
が
、
27
年
度
か
ら
は
段
階

的
に
減
額
さ
れ
て
32
年
度

か
ら
は
約
７
億
円
減
と
な

る
。
合
併
の
進
ん
だ
本
県
で

は
特
に
深
刻
な
問
題
で「
県
・

市
町
連
携
推
進
本
部
会
議
」

に
お
い
て
も
課
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
市
長

就
任
以
来
、
収
入
を
確
保
す

る
た
め
最
優
先
政
策
と
し
て

「
雇
用
と
税
収
の
確
保
」そ
し

て
支
出
削
減
に
は「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き「
行
政

運
営
の
効
率
化
」「
補
助
金
等

の
適
正
化
」等
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
今
年
度
か
ら
は

全
職
員
参
加
の「
身
近
な
業

務
改
善
改
革
事
業
」の
実
施

な
ど
職
員
の
経
費
削
減
意
識

の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
交

付
税
の
減
額
に
よ
っ
て
ま
す

ま
す
厳
し
い
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
る
。
今
後
は「
何
が

で
き
る
」で
は
な
く「
何
を
す

べ
き
か
」を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
将
来
を
見
据
え

た
施
策
の
精
査
・
選
択
し
な

が
ら
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

重
要
課
題
の
解
決
や
施
策
の

推
進
に
努
め
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

対
応
は昨

年
12
月
に
東
京
都
調

布
市
の
小
学
校
で
、
学

校
給
食
終
了
後
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
疑
い
に
よ
り
亡
く
な

る
と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。

学
校
給
食
は
、
必
要
な
栄
養

を
摂
る
手
段
だ
け
で
な
く

「
食
の
大
切
さ
」「
食
事
の
楽

し
さ
」を
理
解
す
る
た
め
の

教
材
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
を
も
つ
児
童
も
変
わ
り
は

な
い
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
児
童

生
徒
を
把
握
し
全
教
職
員
が

情
報
を
共
有
し
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
東
温
市
で

は
新
年
度
に
な
っ
て
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
児
童
生
徒

の
調
査
は
さ
れ
た
か
。
ま
た

校
内
体
制
、
東
温
市
独
自
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ

れ
て
い
る
か
。

青
木
給
食
セ
ン
タ
ー
長

　

４
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
た
５
月
に
は
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
状
況
調

査
を
行
っ
た
。
調
査
の
結
果

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
は

小
学
校
96
人
、
中
学
校
51
人

の
計
１
４
７
人
。

永
野
学
校
教
育
課
長

　
健
康
調
査
や
家
庭
訪
問
に

よ
り
保
護
者
か
ら
確
認
し
た

症
状
や
発
症
時
の
対
処
方
法

な
ど
の
情
報
を
一
覧
表
に
し

て
い
る
。
全
教
職
員
で
情
報

を
共
有
し
て
お
り
学
校
全
体

で
対
応
で
き
る
体
制
で
あ
る
。

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
各
学
校

で
策
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後

文
科
省
や
日
本
学
校
保
健
会

に
よ
る
手
引
き
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
参
考
に
市
統
一
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
検

討
し
た
い
。

発
電
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
は
、

地
域
の
仕
事
と
雇
用
を
ふ
や

す
」こ
の
問
題
を
提
起
す
る

考
え
は
な
い
か
。

林
産
業
創
出
課
長

　

事
業
者
か
ら
の
提
案
を
小

委
員
会
準
備
委
員
会
で
再
検

討
し
て
円
卓
会
議
に
諮
り
、

決
定
し
た
テ
ー
マ
及
び
課
題

で
小
委
員
会
を
設
置
し
て
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
た

め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て
、

小
委
員
会
準
備
委
員
会
に
報

告
し
、
協
議
し
て
い
く
。

い
じ
め
問
題

「
い
じ
め
」の
疑
い
が
あ

れ
ば
全
教
職
員
で
情
報

を
共
有
し
、
全
て
の
保
護
者

に
伝
え
る
体
制
は
で
き
て
い

る
か
。

菅
野
教
育
長

　

担
任
な
ど
特
定
の
教
職
員

が
抱
え
込
ん
だ
り
す
る
こ
と

な
く
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ハ
ー
ト
な
ん
で
も
相

談
員
な
ど
と
連
携
を
取
り
学

校
全
体
で
情
報
を
共
有
し
対

応
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

い
じ
め
の
情
報
は
、
当
該
児

童
・
生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る

た
め
全
て
の
保
護
者
に
は
伝

え
て
い
な
い
。

　

い
じ
め
の
内
容
に
よ
り
、

全
児
童
・
生
徒
の
問
題
と
し

捉
え
、
全
校
集
会
な
ど
で
指

導
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
十
分

配
慮
し
つ
つ
、
教
育
的
な
配

慮
の
も
と
取
り
組
む
よ
う
指

導
及
び
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

市
の
非
正
規
雇
用
の

実
態市

が
雇
用
す
る
非
正
規

労
働
者
の
昇
給
制
度
、

一
時
金
・
退
職
金
・
諸
手
当

の
支
給
は
。

伊
賀
総
務
課
長

　

昇
級
制
度
に
つ
い
て
は
、

慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
保

育
士
、
保
健
師
等
の
嘱
託
職

員
を
確
保
す
る
た
め
初
任
給

の
見
直
し
を
し
て
い
た
が
、

在
職
者
と
の
賃
金
の
調
整
を

図
る
た
め
昇
格
制
度
を
廃
止

し
た
。
賃
金
、
通
勤
手
当
、

特
殊
勤
務
手
当
、
時
間
外
勤

務
手
当
等
を
支
給
し
て
お
り
、

一
時
金
・
退
職
金
は
支
給
し

て
い
な
い
。

森　　眞一　議員

山内　数延　議員渡部　伸二　議員

問

問

問

問

問

問 問

低所得者に
介護保険料の減免を

合併特例期間
(合併後10年間)
終了後の
財政計画は

教育費は未来への投資
学校予算(消耗品費)の
３％削減は許されない

低学年教室ベランダの鳩のフン
（南吉井小学校  13/4/25）

いたる所で枯れた松が伐倒されている
（塩ヶ森公園の農薬散布地  13/5/20）

食材をお知らせして、
アレルギーに配慮した給食

安心して受けられる介護制度へ

問

問

一
般
質
問

一
般
質
問
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委
員
会
に
お
け
る
審
査
概
要

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成　

原
案
可
決

問
・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委
員
会

の
設
置
が
、
な
ぜ
今
な
の
か
。

答
・
こ
れ
ま
で
、
国
・
県
・
関
係
機
関
か
ら

の
個
別
の
指
導
、
要
請
が
な
か
っ
た
。
本
年

３
月
末
に
、
松
山
保
護
観
察
所
長
が
来
庁
し
、

正
式
に
市
長
に
要
請
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
新

規
事
業
で
あ
る
た
め
、
６
月
補
正
に
計
上
し

た
。

問
・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委
員
会

の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
・
犯
罪
防
止
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い

る
団
体
、
例
え
ば
保
護
司
会
等
を
予
定
し
て

い
る
が
、
な
お
近
隣
市
町
の
状
況
を
参
考
に

し
て
決
定
す
る
。

問
・
木
材
加
工
流
通
施
設
等
整
備
事
業
の
内

容
は
。

答
・
県
森
林
そ
生
緊
急
対
策
事
業
の
実
施
に
、

県
が
木
材
協
会
を
通
じ
木
材
加
工
流
通
業
者

に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
東
温
市
内
の
株
式

会
社
サ
カ
ワ
が
、
大
型
プ
レ
カ
ッ
ト
機
の
施

設
整
備
事
業
の
補
助
を
希
望
、
市
か
ら
申
請

し
、
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

◎
ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て　
　
　
　
　

全
員
賛
成　

原
案
可
決

問
・
閉
会
中
の
常
任
委
員
会
で
議
論
し
、
執

行
者
側
に
提
案
し
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

入
れ
て
、
経
営
全
般
の
方
向
づ
け
を
精
査
す

る
趣
旨
が
反
映
さ
れ
て
な
い
が
。

答
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し
た
場

合
、
５
０
０
万
〜
１
，
０
０
０
万
円
の
経
費

が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
の
経
費
を
施
設
改

修
に
使
っ
た
方
が
良
い
と
判
断
し
た
。
経
営

検
討
会
に
外
部
有
識
者
と
し
て
、
中
小
企
業

診
断
士
、
税
理
士
、
観
光
物
産
協
会
関
係
者

の
３
名
を
委
嘱
し
、
今
後
、
外
部
有
識
者
の

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
施
設
改
善
を
行
う
。

◎
東
温
市
交
通
安
全
対
策
会
議
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
　

全
員
賛
成　

原
案
可
決

問
・
委
員
を
行
政
関
係
職
員
と
し
た
根
拠
は
。

答
・
都
道
府
県
交
通
安
全
対
策
会
議
の
組
織

及
び
所
掌
事
務
に
準
じ
て
、
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
。

◎
東
温
市
交
通
安
全
保
持
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
東
温
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正

◎
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
活
動
波
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

以
上
３
件
は
、
特
別
記
載
す
べ
き
発
言
も
な

く
、
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
。

◎
は
し
ご
車
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成　

可
決

問
・
入
札
に
際
し
、
応
札
が
２
社
と
い
う
事

に
疑
義
を
感
ず
る
が
、
問
題
は
な
い
の
か
。

答
・
今
回
取
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
車
種
に

対
応
し
て
い
る
会
社
が
、
国
内
で
は
１
社
、

そ
の
他
は
外
国
社
製
で
あ
り
、
今
回
の
状
況

と
な
っ
た
。
他
市
町
で
、
随
意
契
約
で
行
い
、

議
会
で
紛
糾
し
た
と
い
う
情
報
も
あ
り
、
随

契
に
な
じ
ま
な
い
契
約
で
あ
る
事
か
ら
、
通

常
の
入
札
方
式
に
よ
り
手
続
き
を
踏
ん
で
、

一
般
公
募
に
よ
る
一
般
競
争
入
札
と
し
た
。

問
・
25
ｍ
の
は
し
ご
車
は
何
階
ま
で
対
応
で

き
る
の
か
。

答
・
１
階
あ
た
り
３
ｍ
の
間
隔
で
計
算
し
、

８
階
ま
で
届
く
。
市
内
で
は
３
階
以
上
の
建

物
が
２
８
３
棟
あ
る
が
、
今
回
取
得
し
よ
う

と
し
て
い
る
25
ｍ
の
は
し
ご
車
で
、
理
論
上

97
・
２
％
カ
バ
ー
で
き
る
。
８
階
以
上
の
建

物
は
、
愛
大
医
学
部
の
３
棟
と
民
間
の
マ
ン

シ
ョ
ン
５
棟
の
計
８
棟
で
あ
る
が
、
医
学
部

を
は
じ
め
８
階
以
上
の
高
層
建
物
に
つ
い
て

は
、
消
防
法
上
の
設
備
の
規
制
が
あ
り
、
消

防
活
動
に
は
支
障
が
な
い
。

問
・
納
車
は
、
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
か
。

答
・
来
年
３
月
25
日
で
あ
る
。

〔
委
員
長　

伊
藤　

隆
志
〕

総
務
産
業
建
設
委
員
会

総
務
産
業
建
設
委
員
会

総
務
産
業
建
設
委
員
会

委
員
会
に
お
け
る
審
査
概
要

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成　

原
案
可
決

問
・
福
祉
館
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
車

椅
子
で
の
利
用
を
考
え
た
も
の
な
の
か
。

答
・
健
康
セ
ン
タ
ー
と
の
接
続
は
階
段
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
改
善
す
る
も
の
と

は
な
っ
て
い
な
い
。
従
来
通
り
正
面
玄
関
か

ら
と
な
る
。

問
・
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
、

ど
の
様
な
制
度
変
更
が
あ
る
の
か
。

答
・
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
改
修
で
あ
る
。

　

年
齢
・
世
帯
人
員
・
地
域
差
の
３
要
素
に

よ
る
影
響
を
調
整
し
、
物
価
下
落
を
勘
案
し

て
見
直
す
。
国
費
ベ
ー
ス
で
６
・
５
％
程
度

の
減
額
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

見
直
し
は
、
今
年
８
月
か
ら
３
年
程
度
か

け
て
段
階
的
に
３
分
の
１
ず
つ
行
う
。

問
・
２
年
間
行
わ
れ
る
東
谷
小
学
校
の
環
境

教
育
の
取
り
組
み
内
容
、
他
校
で
の
実
施
は

ど
う
な
る
の
か
。

答
・
今
年
か
ら
生
活
科
の
授
業
と
し
て
、
全

学
年
で
実
施
す
る
。

　

こ
の
事
業
は
中
予
地
区
で
１
校
の
割
り
当

て
で
、
今
年
か
ら
２
年
間
は
東
温
市
が
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
継
続
で
の
割
り
当
て

は
難
し
い
。

問
・
東
谷
幼
稚
園
の
給
水
管
改
修
工
事
は
老

朽
化
に
よ
る
も
の
か
。

答
・
水
道
使
用
料
か
ら
漏
水
の
疑
い
が
あ
り

調
査
し
た
結
果
、
建
物
内
部
の
配
管
部
分
か

ら
で
あ
っ
た
が
、
漏
水
箇
所
が
特
定
で
き
な

か
っ
た
。
老
朽
化
も
あ
り
、
工
事
費
用
や
工

期
、
施
行
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
考
慮
し
、

外
配
管
で
の
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

◎
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
一
時
中
止
し
、

重
篤
な
副
反
応
の
追
跡
調
査
と
被
害
者
救
済

を
求
め
る
緊
急
決
議
に
つ
い
て

　

予
定
の
議
事
審
査
終
了
後
、
委
員
よ
り
、

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
積

極
的
に
お
勧
め
し
な
い
件
」に
つ
い
て
時
間

を
と
っ
て
検
討
し
た
い
と
の
提
案
を
受
け
、

委
員
会
で
協
議
し
、
国
と
東
温
市
に
向
け
た

緊
急
決
議
案
を
検
討
・
作
成
し
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
。

〔
委
員
長　

山
内　

孝
二
〕

〔
委
員
長

伊
藤

隆
志市内高層ビルの火災対応に25ｍ級はしご車

改修を進める福祉館

文
教
市
民
福
祉
委
員
会

賛
成
討
論

森　
　

眞
一

◆「
年
金
２
・
５
％
の
削
減
中

止
を
求
め
る
請
願
」を
採
択

し
た
委
員
会
報
告
に
賛
成
す

る
。

　

年
金
２
・
５
％
削
減
法
案

は
、
昨
年
11
月
、
衆
院
解
散

の
ど
さ
く
さ
の
中
で
、
可
決

さ
れ
た
。
今
年
10
月
か
ら
３

年
か
け
て
２
・
５
％
削
減
さ

れ
る
。
昨
年
４
月
か
ら
介
護

保
険
料
や
後
期
高
齢
者
の
保

険
料
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に

年
金
引
き
下
げ
は
許
せ
な
い
。

消
費
税
の
10
％
へ
の
引
き
上

げ
が
高
齢
者
の
生
活
を
苦
し

め
る
。
消
費
税
の
引
き
上
げ

を
や
め
、
国
民
の
所
得
を
増

や
す
政
策
に
切
り
替
え
な
け

れ
ば「
デ
フ
レ
不
況
」か
ら
抜

け
出
せ
な
い
。

　

年
金
削
減
を
中
止
し
、「
減

ら
な
い
年
金
」を
実
現
す
る

と
同
時
に
低
年
金
の
底
上
げ

を
す
す
め
、
無
年
金
・
低
年

金
の
解
決
を
め
ざ
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

市
議
会
に
お
け
る
一
般
質

問
に
お
い
て
、
市
内
各
地
区

の
諸
問
題
が
、
ど
の
よ
う
に

討
議
さ
れ
て
い
る
か
を
傍
聴

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
自
治
会
運
営
に
反

映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
東
温
市
区
長
会
の
伊
達

知
元
会
長
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
市
議
会
を
傍
聴
す
る
こ

と
と
な
り
、
６
月
18
日
の
本

会
議
・
一
般
質
問
の
日
に
、

総
勢
20
名
の
区
長
が
議
会
の

傍
聴
を
行
っ
た
。

討 論討  論

  

区 

長 

会

　
　

 

議 

会 

傍 

聴

市議会を傍聴した区長会の皆さん

委員会報告委員会報告 委
員
会
報
告

討
論
・
委
員
会
報
告



1213

東温市議会に関する市民アンケート調査結果
　東温市議会では、平成23年３月議会において「議会改革特別委員会」を設置いたしました。
　このたび特別委員会では、議会及び議員の果たすべき役割と責務を明確にし、これまで以上に市
民にわかりやすく開かれた議会をつくるために、広く市民の皆様に、議会に関するアンケート調査
を実施させていただきました。
　アンケート調査の結果につきましては、寄せられた市民の声を真摯に受け止め、今後の議会改革
に有効に活用させていただきます。アンケートにご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。
　以下、調査結果をお知らせいたします。
調査対象　20歳以上の市民1,000人を住民基本台帳から無作為抽出
実施時期　平成25年３月
調査方法　郵送による無記名アンケート調査
回 収 率　36.2％（362人）
（男女別の回収率は、女性が男性をやや上回り、年齢別では年代が上がるほど回収率が高くなりました。）

「市議会に関心がない」と
答えた方の内、男女別で
は、女性の方がかなり多
く、年齢別では20歳代が低
く、70歳以上がやや高い結
果がでました。

「市議会に関心がある」と
答えた方の内、男女別で
は、男性がやや上回り、年
齢別では高齢者ほど関心が
高くなる結果がでました。

①本会議のインターネット中継では、
休憩中も映像を流してほしい。

②中継（録画）については、聴覚障害
者向けに、字幕サービスを。

③傍聴席の通路が狭く窮屈なので、改
善してほしい。

④傍聴席からは、発言が聞きづらい。
　マイクセッティングが問題か。

問１．あなたの性別は？
　　　（回収率は男性が44％、女性が55％）

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明 1％

見たことはない

議場で傍聴した

各公共施設の
イントラネットで見た

自宅等の
インターネットで見た

問３．あなたは市議会に関心がありますか？
　　　（関心がある52％、関心がない48％）

問４．あなたは市議会の会議を見たことがありますか？
　　　（市議会の会議を見たことがない方が圧倒的に多い）

問２．あなたの年齢は？
　　　（回収率は年代が上がるほど高率）

人 20人 40人 60人 80人 100人 120人

0 50 100 150 200 250 300 350

男性
161人
44%

関心がある
187人
52%

関心がない
174人
48%

女性
198人
55%

不明
3人
1%

不明
1人
0%

7人

6人

問４の自由記述の主なご意見
　議場での傍聴、及びインターネット
等での視聴環境について、お気づきの
点があれば。

320人

29人

28％

22％

16％

13％

6％

14％

0 50 100

40 80 100 140

①写真・イラストを増やして、もっと読み
やすく、関心がもてるような工夫を。
②一般質問の背景・現状・今後の取り組み
などがわかるようにしてほしい。
③ひと目で記載内容の分野がわかるよう
に、見出しなどに配慮を。
④コストと効果の点から、希望者が閲覧で
きるようにするだけでよいのでは。

一通り全部
読む

関心のある記事
だけ読む

ほとんど
読まない

問５．あなたは「とうおん議会だより」を
　　　読んでいますか？
　　　（約７割以上の方が関心を持ち議会だよりを
　　　　読んでいる）

0 20 60 120

132人

35人

97人

93人

52人

50人

37人

13人

24人

17人

1人

126人

103人

問５の自由記述の主なご意見
　議会だよりに対するご意見等があれば。

①選挙が終わると議
員と接する機会が
ないので、意見を
伝えられない。
②市民が議員に直接
意見や要望を伝え
られることを知ら
なかった。
③少数の市民の意見
に耳を傾けてくれ
ないから、要望し
てもムダ。

問８の自由記述の
主なご意見

　議会だよりをほとんど読まない方の
内、男女別では女性の方が多く、年齢別
では、あまり違いはありませんでした。

　毎回行くが79％と最も高く、
気が向いたら行く12％を合わせ
ると、約９割の方が市議会議員
の選挙に行くと回答していま
す。

毎回行く

気が向いたら行く

行かない

伝える意見や要望
が特段ない大いに生かさ

れている

ある程度生か
されている

生かされて
いない

わからない

伝える手段が
わからない

知っている市議会
議員がいない

議員に意見・要望
しても実現しない
意見や要望は直接
市役所に言う

議員に遠慮をして
伝えていない

問６．あなたは市議会議員の選挙に行きますか？
　　　（約９割の方が市議会議員の選挙に行くと回答）

問７．あなたは市議会議員の活動内容を
　　　知っていますか？
　　　（市議会議員の活動内容を知らない方が63％）

問８．あなたは市議会議員に自分の意見や
　　　要望を伝えたことがありますか？
　　　（約８割の方が伝えたことがないと回答）

問８－① あなたの意見が市議会に 
　　　　 生かされましたか？

問８－② 意見や要望を議員に
　　　　 伝えない理由は？

0 50 100 150 200 250 300

0 10 20 30 40

284人

43人

34人

ない
282人
78%

知らない
226人
63%

知っている
133人
37%

　行かないと答えた方の理由
は、誰を選んでよいかわからな
いが39％と最も多く、次いで選
挙に関心がないが32％、忙しく
て行けないが12％でした。

ある
78人
22%
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①公共料金の値上げなど、市民の関心の高い事案は、結果だけではなく意思決定経過も知らせてほしい。
②地元の利益を優先するのではなく、市全体の将来を考えて活動してほしい。
③本当に生活に困っている者への救済策の提案と行動。
④活発に議論し、議員としての役割を果たしてほしい。
⑤議会がどんな活動をしているのか知らないので、議会に求めようがない。

議員の資質向上・政策立案能力の向上

行政（予算の執行や市政運営）に対するチェック機能の強化

問９．あなたは市議会に何を求めますか？
　　　（議員の資質向上・政策立案能力の向上がトップ）

問９の自由記述の主なご意見
　あなたは市議会に何を求めますか（その他の意見）

①政策を深めようとする議員は少なく、変革のない議会になっており、人数だけ多い。
②報酬に見合う議員活動が見えず、行政に反映していないと思う。定数は多いのでは。
③人口に対して議員定数が多い気がする。議員はボランティアで良いと思う。
④定数があまり少なくなると、出したい議員が出られず、無関心層がますます広がる。
⑤議員定数の減は、市民の意見が行政に届きにくくなり、反対。
⑥議員の人数よりも、一人ひとりの仕事内容の方が大事。

自由記述の主なご意見

0 20 40 60 80 100 140120 180160

その他

議員定数・議員報酬・政務調査費などの検討

政策や制度、及び条例制定に関する提案

市民と対話する議会（意見交換会・懇談会・意向調査など）

わかりやすい情報提供（ホームページ・議会だよりの充実）

市民の参加しやすい議会活動（休日や夜間などの議会・議会報告会）

多い

適当

問10．あなたは現在の議員定数（18名）について、どのように感じていますか？
　　　（議員定数については、適当：38％、多い：35％、わからない：26％の順）

問11．問10（現在の議員定数）で、「多い」又は「少ない」と答えた方にお伺いします
　　（具体的な理由は？）

少ない

わからない

0 20 40 14060 80 100 120

　「多い」と答えた方の
内、男女別ではほぼ差は
ありませんでしたが、年
齢別では、高齢者の方が
多い傾向となりました。
　「適当」と答えた方の
内、男女別では女性の方
が多く、年齢別では、特
に70歳以上の方が多く回
答されました。
　「少ない」と答えた方
は、全体的に非常に少な
い状況です。

174人

126人

136人

4人

94人

158人

134人

130人

88人

84人

58人

39人

問12の自由記述の主なご意見
　議員報酬に関してご意見がありましたら。
①議会への出席日数による日給月給制を検討して
はどうか。
②議員活動への評価からすると、報酬は高額だと
思う。
③若者の議会参画を考えると、報酬の安定を望む。

④自治体規模、議員のレベルから考えて妥当である。
⑤何をもって報酬が適当なのか、判断基準がわから
ない。
⑥議員の活動内容を理解した上で答えるべき問題だ。

高い

適当

問12．あなたは市議会議員の報酬の額（月額29万7千円）についてどう感じますか？
　　　（議員報酬の額については、適当：38％、高い：34％、わからない：23％の順）

低い

わからない

0 20 40 14060 80 100 120

 「高い」または「適当」と
回答された方の内訳としては、
両方とも男女別では女性の方
が多く、年齢別では、高齢者
ほど多い傾向となりました。
　「低い」と答えた方は、全
体的に非常に少ない状況です。

124人

136人

18人

82人

問13の自由記述の主なご意見
　政務調査費に関するその他のご意見
①調査費の収支・活動報告書などをインターネッ
トで公開してほしい。
②市民が納得できる妥当な使途であるかどうかが
問題。
③他市と比較すると、１万円程度でよいのではな
いか。

④現状の議員活動の程度であれば、今のままでよ
い。
⑤調査費はお手盛り報酬のように思うので必要な
いのでは。

政務調査費はいらない

現状でよい

問13．現在、政務調査費が報酬とは別に、月額１万５千円支給されていますがどう思いますか？
　　　（政務調査費は、いらない：45％、現状でよい：27％、増額：9％の順）

増額すべき

その他

0 20 40 140 160 18060 80 100 120

　「いらない」または
「現状でよい」と回答さ
れた方の内訳としては、
両方とも男女別では、女
性の方がやや多く、年齢
別では、高齢者ほど多い
傾向となりました。

　市民アンケートにご協力くださいました市民の皆様に、心よりお礼を申し上げます。なお、市民の皆様か
ら多くの貴重なご意見をいただきましたが、紙面の都合で概要のみのお知らせとなりました。市民アンケー
トの詳細な集計結果につきましては、市のホームページに掲載しておりますのでご参照ください。

166人

99人

31人

70人

①議員全員の意識を議会改革に向けて、進めてもらいたい。
②住民にもっとも近い議会として、きめ細かい政策提案と活発な議論を期待する。
③本会議の終了後、全議員出席し、土日に市民との対話集会をもってはどうか。
④国内視察などは議員活動に活かされているとは思えないので必要ないと思う。
⑤子育てしやすく、住みやすい環境整備のための政策提言をしてほしい。
⑥住みよい東温市になるよう、市政をチェックしてほしい。
⑦すべての事項について、現状に満足するのではなく、改正・改革する熱意を期待する。
⑧議会（議員）には、市民の中に飛び込み、声を聞く姿勢がほしい。
⑨貧困・生活苦をかかえる市民が救われ、希望が持てる政治の実現を求める。
⑩他市と横並びではなく、本市独自の施策・政策を展開してほしい

自由記述の主なご意見
問14．市議会に対するご意見やご要望がございましたらご記入ください。
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承認１

承認２

議案 40

請願１

議案 41

議案 42

議案 43

議案 44

議案 45

議案 46

議案 47

議案 48

意見書 1

発議 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 承

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 承

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 同

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × 　 × × ○ × × 採

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 同

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × 　 × × ○ × × 可

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 　 ○ ○ ○ × ○ 可

○：賛成　×：反対　可：原案可決　否：否決　承：承認　同：同意　採：採択

議員名

副市長の選任について

年金 2.5％の削減中止を求める請願

平成 25年度東温市一般会計補正予算（第１号）

平成 25年度東温市ふるさと交流館特別会計補正予算（第１号）

東温市交通安全対策会議条例の制定について

東温市交通安全の保持に関する条例の一部改正について

東温市附属機関設置条例の一部改正について

消防救急デジタル無線活動波整備工事請負契約の締結について

はしご車購入契約の締結について

東温市固定資産評価員の選任について

年金 2.5％の削減中止を求める意見書について

専決処分第１号の承認を求めることについて
（東温市税条例の一部改正について）

ＨＰＶワクチンの接種を一時中止し、重篤な副反応の追跡調
査と被害者救済を求める緊急決議について

専決処分第２号の承認を求めることについて
（東温市国民健康保険税条例の一部改正について）
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